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本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（�０７９７－３８－２００１）へお問い合わせください。

　市議会では、全国市議会議長会から示されている分権
時代の新しい会議規則案への対応に向けて、議会内に検
討会を発足しました。検討会は、議会運営委員会の構成
メンバーを中心に、各会派から選出された委員７人で構
成しています。
　９月５日（木）に開いた初回の検討会では、今後の検
討課題として、①議会も実施機関となり１０月１日から施
行される情報公開条例への対応、② ６月定例会で可決さ

れた来春の統一地方選挙から実施する議員定数減（２８人
を２４人に削減）に伴う議案提出要件や委員会数の見直し、
③全国市議会議長会から提示されている分権時代の新し
い会議規則・委員会条例案への対応の３点を挙げて、順
次検討を進めていくことを確認しました。
　今定例会中に行った検討会では、情報公開条例への対
応としての同条例施行規程の作成やこれまでは非公式会
議（法令で規定されていない会議）として公開していな

かった全体協議会を原則公開にすることなどを確認しま
した。また、検討会の協議結果を受けて、９月２７日（金）
の本会議で、情報公開条例に基づく事務執行の権限を議
長に委任する議決を行いました。
　今後も来春までの任期中、「開かれた議会」を目指し
て精力的に検討を重ねていきます。

教
育
長
の
公
募
制
と 

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　

健
一

　

教
育
委
員
会
に
お
け

る
教
育
長
の
重
要
性
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
教
育
長

に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
公
募
の
形

式
で
確
保
す
る
こ
と
は
、
選
任
の

透
明
性
、
市
民
の
関
心
等
の
点
で

プ
ラ
ス
の
面
が
多
分
に
あ
る
。
教

育
長
を
公
募
制
に
。

　

補
助
金
行
政
は
既
得
権
や
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
客
観
性
と
公
平

性
が
確
保
で
き
る
制
度
に
し
、
時

代
に
適
し
た
新
規
の
事
業
に
効
果

の
あ
る
適
切
な
補
助
が
で
き
る
よ

う
、
第
三
者
に
よ
る
審
査
機
関
の

設
置
と
補
助
金
公
募
の
導
入
を
。

　

多
様
化
す
る
教
育
行

政
上
の
課
題
に
適
切
に

対
応
し
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
に

施
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
長
に
は
今
後
と
も
的
確
な
行

政
手
腕
を
有
す
る
人
材
が
必
要
で
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基

づ
き
選
任
し
て
い
る
。
教
育
長
の

公
募
は
幅
広
く
人
材
を
求
め
る
こ

と
も
必
要
だ
が
、
今
し
ば
ら
く
は

他
市
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
。

　

補
助
金
制
度
の
公
募
制
は
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
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る
べ
き
で
は
。
ま
ち
づ
く
り
の
大

転
換
は
、
選
挙
な
ど
で
信
を
問
う

べ
き
課
題
だ
。
市
長
の
決
意
は
。

　
「
第
三
次
芦
屋
市
総

合
計
画
」
に
基
づ
い
て

芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
事
業
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
源
の

確
保
が
必
要
だ
が
、
税
収
入
の
減

少
が
大
き
く
、
財
政
収
支
見
込
み

　

老
朽
化
し
た
校
舎
は
、

子
供
た
ち
の
学
校
生
活

を
脅
か
し
て
お
り
早
期
建
て
替
え

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。
一
方
、

備
品
も
老
朽
化
し
更
新
の
時
期
が

迫
っ
て
い
る
。
備
品
補
修
の
費
用

対
効
果
の
見
地
か
ら
も
早
期
の
建

て
替
え
が
得
策
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

精
道
小
学
校
建
て
替
え
の
決
断

学
校
園
の
耐
震
診
断
と 

精
道
小
学
校
建
て
替
え
を

日
本
共
産
党　

平
野　

貞
雄

　

本
市
学
校
園
の
耐
震

化
率
は
県
下
都
市
の
中

で
下
か
ら
二
番
目
と
悪
い
。
耐
震

診
断
と
耐
震
化
の
計
画
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。
学
校
園
の
多
く
が

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
耐
震

化
も
せ
ず
に
市
民
を
誘
導
す
る
の

は
問
題
で
あ
る
。
防
災
行
政
の
観

点
か
ら
も
耐
震
化
を
急
げ
。

　

精
道
小
学
校
早
期
建
て
替
え
の

た
め
に
、
市
長
が
管
理
し
て
い
る

打
出
芦
屋
財
産
区
会
計
の
九
億
円

の
資
産
活
用
を
借
用
も
含
め
て
検

討
せ
よ
。
建
て
替
え
ま
で
の
安
全

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

耐
震
診
断
の
計
画
は
、

補
強
工
事
と
一
体
の
も

の
で
、
診
断
の
み
を
先
行
す
る
考

え
は
な
い
。
ま
た
、
震
災
後
制
定

さ
れ
た
耐
震
促
進
法
に
基
づ
く
三

階
建
て
一
千
平
米
以
上
を
対
象
に

耐
震
改
修
の
計
画
を
立
て
て
い
る

が
、
財
政
的
な
面
も
あ
り
、
実
施

時
期
は
未
定
で
あ
る
。
精
道
小
学

校
は
建
て
替
え
の
方
向
で
今
年
度

か
ら
事
業
費
や
時
期
、
財
源
等
具

体
的
に
検
討
す
る
。
打
出
・
芦
屋

財
産
区
の
積
立
金
は
、
共
有
財
産

管
理
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
り
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

精
道
小
学
校
建
て
替
え 

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
開
発

　
　
　
　
　
　
　

無
所
属　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

畑
中　

俊
彦

　

学
校
園
の
環
境
整
備

は
行
政
の
緊
急
責
務
で

あ
り
、
精
道
小
学
校
の
建
て
替
え

は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
開

発
も
芦
屋
市
民
の
人
命
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
。
駅
前
広
場
の
整

備
か
ら
着
手
さ
れ
、
人
命
を
尊
重

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
事
業

の
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
の
抜
本

的
行
革
の
遂
行
が
必
要
だ
が
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
先
行
す
る

の
で
は
な
く
、
当
局
自
ら
率
先
し

て
改
革
を
さ
れ
市
民
の
理
解
を
得

る
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

精
道
小
学
校
の
建
て

替
え
は
本
年
度
か
ら
事

業
費
や
時
期
、
財
源
等
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ

芦
屋
駅
南
地
区
の
開
発
は
、
早
期

に
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
財
政
状
況
で
は

早
期
事
業
化
は
困
難
で
、
財
政
が

好
転
す
る
ま
で
の
間
、
着
手
を
延

期
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
も
最

大
限
の
内
部
改
革
、
財
政
健
全
化

に
向
け
努
力
し
、
市
民
に
対
し
て

は
市
の
財
政
状
況
を
説
明
し
取
り

組
み
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求

め
て
い
く
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の 

実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

公
明
党　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

美
代
子

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体

の
成
長
に
ミ
ル
ク
が
必
要
な
よ
う

に
赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
心
を
育
む

た
め
に
、
ひ
ざ
に
抱
っ
こ
を
し
て

そ
の
温
か
さ
の
中
で
優
し
く
絵
本

を
読
ん
で
あ
げ
る
運
動
で
あ
る
。

四
か
月
児
健
診
場
所
に
図
書
館
司

書
等
が
出
向
き
、
主
に
母
親
対
象

に
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や
本
の

紹
介
な
ど
を
行
い
、
赤
ち
ゃ
ん
絵

本
の
入
っ
た
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を

贈
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
生
児

が
心
豊
か
に
幸
せ
に
成
長
す
る
た

め
に
ぜ
ひ
こ
の
事
業
の
実
施
を
。

　

事
業
の
趣
旨
は
、
乳

幼
児
期
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
乳
幼

児
に
向
い
た
絵
本
の
配
付
は
、
逼

迫
し
た
財
政
状
況
で
は
実
施
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
図
書
館
で
行

っ
て
い
る
絵
本
の
会
や
お
話
の
会

な
ど
図
書
館
の
利
用
案
内
等
、
健

診
時
に
啓
発
し
て
い
く
。
ま
た
、

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て

い
る
読
み
聞
か
せ
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
と
連
携
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

芦
屋
学
区
と
神
戸
第
一
学 

区
と
の
合
併
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

無
所
属　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

松
木　

義
昭

　

現
在
、
保
護
者
の
間

で
当
初
の
予
定
ど
お
り

平
成
十
七
年
度
か
ら
の
神
戸
第
一

学
区
と
の
合
併
は
実
現
で
き
る
の

か
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

県
や
神
戸
市
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
「
芦
屋
市
か
ら
要
望
書
を
い

た
だ
い
て
い
る
が
ま
だ
具
体
的
に

検
討
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な

い
」
と
の
回
答
を
得
た
。
予
定
ど

お
り
確
実
に
合
併
で
き
る
の
か
。

県
や
神
戸
市
と
の
協
議
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。
学
校
や
保

護
者
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
き
ち

っ
と
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

芦
屋
学
区
と
神
戸
第

一
学
区
と
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
、
県
教
育
委
員

会
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
へ
要
望

書
を
提
出
し
て
以
来
、
何
度
も
話

し
合
い
を
進
め
て
き
た
が
、
県
教

育
委
員
会
、
神
戸
市
教
育
委
員
会

か
ら
、
回
答
を
得
て
い
な
い
。
県

立
芦
屋
南
高
等
学
校
普
通
科
の
募

集
停
止
に
伴
う
県
立
芦
屋
高
校
の

定
員
は
、
本
市
の
三
中
学
校
の
卒

業
予
定
者
数
や
昨
年
度
の
進
学
者

ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
に 

つ
い
て

　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　
　
　
　
　
　
　

重
村　

啓
二
郎

　

国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

計
画
を
受
け
て
、
こ
の

た
び
出
さ
れ
た
答
申
で
は
、「
ス
ポ

ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
」か
ら「
ス

ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
エ
ブ
リ
ワ
ン
」

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

今
ま
で
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
基
本
計
画

で
は
施
設
を
提
供
す
る
の
は
行
政

の
責
務
と
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
確
保
に
は
、
芦
屋
市
の
場

合
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
中
・
高

校
の
施
設
の
夜
間
開
放
し
か
な
い
。

中
・
高
校
の
開
放
と
照
明
設
備
の

設
置
の
進
め
方
は
。

　

芦
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
の
答
申
を
尊

重
し
、
今
年
度
中
を
目
途
に
基
本

的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
構
想
を
策
定

し
、
具
体
的
な
施
策
は
平
成
十
五

年
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
中
学

校
施
設
の
開
放
は
、
既
に
潮
見
中

学
校
体
育
館
を
夜
間
開
放
し
て
い

る
。
今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
学
校
の
教
育
活
動

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
随
時
開

放
に
向
け
て
学
校
側
と
調
整
す
る
。

夜
間
照
明
設
備
は
、
地
元
の
自
治

会
な
ど
に
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
、

理
解
を
得
た
い
。

情報公開条例や分権時代の新しい会議規則案への対応
　議会内に検討会を設置して協議していきます

岩園公園岩園公園にてにて

岩園公園岩園公園にてにて

検討会構成メンバー（９月２７日現在）

座　

長

　

竹
内　

安
幸

副
座
長

　

中
島　

健
一

委　

員

　

山
田
み
ち
子

　

山
口
み
さ
え

　

山
田　

隆
博

　

田
中
恵
美
子

　

山
中　
　

健

数
等
を
考
え
て
、
県
立
芦
屋
高
校

の
定
員
を
考
え
る
よ
う
県
教
育
委

員
会
に
要
望
し
て
い
る
。

　

精
道
小
学
校
に
つ
い

て
は
要
望
を
踏
ま
え
、

建
て
替
え
の
方
向
で
、
事
業
費
や

時
期
、
財
源
等
に
つ
い
て
本
年
度

か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

財
源
は
、
現
在
の
財
政
収
支
見
込

み
で
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
事
業
費
の
抑
制
や
、
小
学

校
内
で
の
幼
稚
園
の
併
設
に
よ
る

土
地
の
有
効
活
用
等
で
捻
出
に
努

め
て
い
く
。
校
舎
に
つ
い
て
危
険

箇
所
の
補
修
を
随
時
進
め
て
い
く

が
、
当
面
の
応
急
措
置
で
あ
り
、

建
て
替
え
の
実
施
時
期
に
よ
っ
て

措
置
の
内
容
は
変
わ
る
。
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行
政
改
革
と 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

創
生
の
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

隆
博

　

八
月
三
十
日
に
市
か

ら
示
さ
れ
た
行
政
改
革

実
施
計
画
の
中
で
は
、
平
成
十
五

年
度
か
ら
可
燃
ご
み
の
収
集
体
制

を
週
三
日
か
ら
週
二
日
に
す
る
等

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

の
ま
ま
で
は
、
芦
屋
市
は
全
国
的

に
誇
れ
る
住
み
よ
い
都
市
に
な
れ

る
と
い
う
確
信
は
抱
け
な
い
。

　

市
長
の
芦
屋
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
考
え
や
夢
は
何
か
。

　

芦
屋
市
の
明
確
な
将
来
像
を
市

民
に
語
り
、
行
政
改
革
を
進
め
て

い
か
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど

う
か
。
　

本
市
は
、
平
成
十
三

年
三
月
に
「
芦
屋
国
際

文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」
の
理
念

を
基
調
と
し
て
、
前
総
合
計
画
を

継
承
し
「
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
て
い
る
。
た
だ
、

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

各
種
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
行

政
改
革
を
実
施
し
、
財
政
の
健
全

化
を
図
り
、
民
間
活
力
の
導
入
な

ど
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
新
し

い
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
。

中
止
す
べ
き
で
な
い
。
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
も
打
出
図
書

館
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
に
協
力
要

請
し
て
続
け
る
べ
き
。
元
気
な
高

齢
者
対
策
と
し
て
事
業
継
続
を
。

　

本
市
が
誇
れ
る
文
化

は
、
芸
術
文
化
は
も
と

よ
り
、
芦
屋
川
の
景
観
や
み
ど
り

の
多
さ
な
ど
で
あ
る
。
特
に
市
民

の
優
れ
た
文
化
活
動
、
芸
術
文
化

面
の
水
準
の
高
さ
は
誇
り
に
で
き

る
。
市
と
し
て
も
、
総
合
計
画
の

基
本
構
想
で
「
人
と
文
化
を
育
て

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
、
す
べ
て
の
事
業
を
従
来

の
よ
う
な
内
容
で
実
施
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
図
書
館
打
出
分
室

の
閉
室
は
、
地
元
の
か
た
な
ど
か

ら
幅
広
く
意
見
を
聴
く
。

岩園公園にて岩園公園にて

行
革
実
施
計
画
は 

芦
屋
ら
し
さ
の
放
棄
で
は

　
　
　
　
　
　
　

新
社
会
党　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

辰
一

　

新
た
な
行
政
改
革
実

施
計
画
で
は
、
可
燃
ご

み
収
集
回
数
の
削
減
、
図
書
館
打

出
分
室
等
の
文
化
基
盤
の
喪
失
、

保
育
所
等
の
民
営
化
な
ど
が
あ
り
、

「
芦
屋
ら
し
さ
」の
放
棄
だ
。
市
長

は
こ
の
計
画
の
先
に
あ
る
ま
ち
づ

く
り
像
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
「
市

民
へ
説
明
、
理
解
と
協
力
」
を
あ

げ
て
い
る
が
、
計
画
策
定
に
こ
そ

市
民
意
見
の
聴
取
が
あ
っ
て
し
か

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
財
政
再

建
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
市

民
に
は
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
今
回
の
行
政
改
革
実
施
計

画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を

大
き
く
転
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。

精
道
小
学
校
の 

早
期
建
て
替
え
を

　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

池
内　

ひ
と
み

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

英
明
ク
ラ
ブ　
　

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

み
ち
子

　

①
全
国
の
自
治
体
の

二
割
以
上
が
「
個
人
情

報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る

が
、
芦
屋
市
は
条
例
を
定
め
な
い

の
か
。
②
横
浜
市
の
よ
う
に
、
市

民
に
選
択
し
て
も
ら
い
、
希
望
者

の
み
で
の
参
加
に
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
③
従
来
か
ら
芦
屋

市
で
は
、
国
保
や
税
が
住
民
票
の

情
報
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
リ
ン

ク
状
況
と
ハ
ッ
カ
ー
対
策
は
ど
う

か
。
④
市
民
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

⑤
住
基
ネ
ッ
ト
関
連
補
助
金
は
あ

る
か
。
　

①
「
芦
屋
市
電
子
計

算
組
織
に
係
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
が
あ

り
、
包
括
的
な
個
人
情
報
保
護
条

例
は
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

の
制
定
後
に
、
制
定
す
る
。
②
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
も
の
で
、

個
人
の
意
思
で
参
加
を
選
択
す
る

も
の
で
は
な
い
。
③
所
管
業
務
以

外
の
情
報
に
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
外
部
か
ら
の
進

入
防
止
に
は
、
機
密
確
保
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
④
デ
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
。
⑤
国
の
補
助
金
は
な
い
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
見
直
し
、 

中
止
を

　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

寛

　

国
民
一
人
ひ
と
り
に

十
一
桁
の
番
号
を
つ
け

る
住
基
ネ
ッ
ト
は
国
民
の
合
意
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
本
市
に
お
い

て
、
市
民
に
番
号
通
知
を
行
っ
て

以
降
、
ど
の
よ
う
な
苦
情
や
抗
議

が
寄
せ
ら
れ
た
か
。
今
か
ら
で
も

こ
の
住
基
ネ
ッ
ト
の
中
止
、
見
直

し
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
も
し
デ
ー
タ
の
目
的
外
使
用

や
、
あ
る
い
は
情
報
の
漏
洩
な
ど

の
事
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、

た
だ
ち
に
ネ
ッ
ト
を
切
断
す
る
方

針
を
示
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

苦
情
の
内
容
は
、
住

基
ネ
ッ
ト
に
反
対
の
意

見
、
通
知
書
が
透
け
て
見
え
る
、

普
通
郵
便
で
送
付
し
た
、
世
帯
票

で
送
付
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

国
に
対
し
て
は
、
法
律
に
規
定
の

事
務
以
外
の
利
用
の
禁
止
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
、
個
人
情
報
の

保
護
を
万
全
に
し
、
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
法
制
を
早
期
整
備
す

る
よ
う
、
強
く
要
望
し
て
い
る
。

市
は
緊
急
対
応
計
画
書
を
策
定
し

て
い
て
、
市
に
直
接
影
響
の
あ
る

不
正
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
シ

ス
テ
ム
の
停
止
等
、
緊
急
措
置
を

講
じ
る
。
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　山口寛議員から９月２１日付で辞職願
の提出があり、第３回定例会最終日、
本会議で辞職を許可しました。この結
果、本市議会議員の現員数は２７人とな
りました。
　今回の山口寛議員の引き起こした飲
酒当て逃げという行為は、反社会的な
許されざる犯罪行為であります。本人

は辞職いたしましたが、市民の代表で
ある議員が、この種の事件を引き起こ
したことに対し、議会として市民の皆
様に心からお詫び申し上げます。
　なお、９月２７日（金）現在の会派の
構成および正副幹事長は右表のとおり
です。

山口寛議員の辞職を許可
　議員数２７人に、会派構成も変わる

岩園公園岩園公園にてにて

行
政
改
革
で
芦
屋
市
の 

文
化
の
灯
を
消
す
な

　
　
　
　
　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

と
も
子

　

芦
屋
を
芦
屋
た
ら
し

め
て
い
る
も
の
は
芦
屋

川
、
緑
の
景
観
の
ほ
か
精
神
文
化

の
高
さ
に
あ
る
。
財
政
改
善
は
無

駄
な
公
共
事
業
を
凍
結
し
て
行
う

べ
き
で
、
谷
崎
記
念
館
、
富
田
砕

花
顕
彰
事
業
、
打
出
図
書
館
、
自

動
車
文
庫
、
美
術
館
の
ほ
か
芦
屋

交
響
楽
団
等
市
民
の
精
神
の
よ
り

ど
こ
ろ
を
少
額
の
削
減
の
た
め
に

大
型
事
業
温
存
で
、
市
民 

施
策
切
捨
て
は
や
め
よ

　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党　
　

　
　
　
　
　
　
　

田
中　

恵
美
子

　

市
が
計
画
す
る
市
民

犠
牲
の
行
政
改
革
（
①

可
燃
ご
み
収
集
を
週
二
回
に
減
②

高
齢
者
バ
ス
助
成
削
減
③
母
子
父

子
家
庭
や
障
害
者
へ
の
医
療
助
成

及
び
福
祉
金
削
減
④
打
出
図
書
館

休
館
⑤
保
育
所
や
和
風
園
、
プ
ー

ル
、
美
術
館
等
の
民
営
化
、
民
間

委
託
等
）
は
撤
回
せ
よ
。
財
政
危

機
の
大
も
と
で
あ
る
総
合
公
園
や

山
手
幹
線
を
な
ぜ
見
直
さ
な
い
の

か
。
大
型
事
業
を
温
存
し
て
い
て

は
財
政
破
綻
は
避
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
市
民
に
一
層
の
ツ

ケ
が
回
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

行
政
改
革
実
施
計
画

に
基
づ
き
進
め
る
が
、

な
お
平
成
十
九
年
度
ま
で
に
は
累

積
で
五
十
五
億
九
千
万
円
の
財
源

不
足
が
予
測
さ
れ
る
。
近
隣
市
の

行
政
水
準
を
参
考
に
し
財
政
健
全

化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

む
。
総
合
公
園
や
街
路
事
業
は
補

助
金
の
確
保
や
起
債
措
置
等
、
国

県
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
努

め
、
事
業
費
は
常
に
精
査
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
早
期
の

完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

二
十
一
世
紀
の
芦
屋
の
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

�
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�
�
住
基
ネ
ッ
ト 
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�
�
�
�
�
�
�
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を
求
め
る
も
の
だ
が
、
精
道
小
学

校
建
て
替
え
の
時
期
を
示
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
精
道
小
学
校
建
て

替
え
財
源
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

岩園公園岩園公園にてにて

会派名簿（大会派・届出順） 平成１４年９月２７日現在　

所　 属 　議 　 員　　（◎幹事長　○副幹事長）会　派　名

◎山中　　健　○来田　　守　　山村　悦三　　室井　　明清 政 ク ラ ブ

◎小川　芳一　○山田みち子　　灘井　義弘　　西山　忠義英 明 ク ラ ブ

◎山田　隆博　○青木　　央　　中村　修一創 生 の 会

◎竹内　安幸　○大塚美代子　　徳田　直彦公 明 党

◎重村啓二郎　○中島　健一　　池内ひとみワ ー ク シ ョ ッ プ

◎田中恵美子　○平野　貞雄日 本 共 産 党

◎山口みさえ　○前田　辰一新 社 会 党

　伊藤とも子　　松木　義昭　　鈴木　正三　　畑中　俊彦

　長谷　基弘　　都筑　省三
会派に属さない議員

一
　
般
　
質
　
問�

　
九
月
定
例
会
で
は
、
九
月
十
七
日（
火
）、

十
八
日（
水
）、
十
九
日（
木
）
の
三
日
間
、

十
三
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
二
十
八

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問

を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

…質問� …答弁�




